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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成25年6月20日(2013.6.20)

【公開番号】特開2012-169038(P2012-169038A)
【公開日】平成24年9月6日(2012.9.6)
【年通号数】公開・登録公報2012-035
【出願番号】特願2012-134443(P2012-134443)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/135    (2012.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   7/135   　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月30日(2013.4.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１波長λ１（μｍ）の第１光束を射出する第１光源と、第２波長λ２（μｍ）（λ２
＞λ１）の第２光束を射出する第２光源と、第３波長λ３（μｍ）（λ３＞λ２）の第３
光束を射出する第３光源とを有し、前記第１光束を用いて厚さがｔ１の保護基板を有する
ＢＤの情報の記録及び／又は再生を行い、前記第２光束を用いて厚さがｔ２（ｔ１＜ｔ２
）の保護基板を有するＤＶＤの情報の記録及び／又は再生を行い、前記第３光束を用いて
厚さがｔ３（ｔ２＜ｔ３）の保護基板を有するＣＤの情報の記録及び／又は再生を行う光
ピックアップ装置において用いられる対物レンズであって、
　前記対物レンズは単玉であり、
　前記対物レンズの光学面は、中央領域と、前記中央領域の周りの中間領域と、前記中間
領域の周りの周辺領域とを少なくとも有し、
　前記中央領域は第１光路差付与構造を有し、
　前記中間領域は第２光路差付与構造を有し、
　前記対物レンズは、前記中央領域を通過する前記第１光束を、前記ＢＤの情報記録面上
に情報の記録及び／又は再生ができるように集光し、前記中央領域を通過する前記第２光
束を、前記ＤＶＤの情報記録面上に情報の記録及び／又は再生ができるように集光し、前
記中央領域を通過する前記第３光束を、前記ＣＤの情報記録面上に情報の記録及び／又は
再生ができるように集光し、
　前記対物レンズは、前記中間領域を通過する前記第１光束を、前記ＢＤの情報記録面上
に情報の記録及び／又は再生ができるように集光し、前記中間領域を通過する前記第２光
束を、前記ＤＶＤの情報記録面上に情報の記録及び／又は再生ができるように集光し、前
記中間領域を通過する前記第３光束を、前記ＣＤの情報記録面上に情報の記録及び／又は
再生ができるように集光せず、
　前記対物レンズは、前記周辺領域を通過する前記第１光束を、前記ＢＤの情報記録面上
に情報の記録及び／又は再生ができるように集光し、前記周辺領域を通過する前記第２光
束を、前記ＤＶＤの情報記録面上に情報の記録及び／又は再生ができるように集光せず、
前記周辺領域を通過する前記第３光束を、前記ＣＤの情報記録面上に情報の記録及び／又
は再生ができるように集光せず、
　前記第１光路差付与構造は、少なくとも第１基礎構造と第２基礎構造とを重ね合わせた
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構造であり、
　前記第１基礎構造は、前記第１基礎構造を通過した第１光束のＸ次の回折光量を他のい
かなる次数の回折光量よりも大きくし、前記第１基礎構造を通過した第２光束のＹ次の回
折光量を他のいかなる次数の回折光量よりも大きくし、前記第１基礎構造を通過した第３
光束のＺ次の回折光量を他のいかなる次数の回折光量よりも大きくし、
　前記Ｘは、奇数の整数であり、
　前記第１基礎構造はブレーズ型構造であり、　
　前記第２基礎構造は、前記第２基礎構造を通過した第１光束のＬ次の回折光量を他のい
かなる次数の回折光量よりも大きくし、前記第２基礎構造を通過した第２光束のＭ次の回
折光量を他のいかなる次数の回折光量よりも大きくし、前記第２基礎構造を通過した第３
光束のＮ次の回折光量を他のいかなる次数の回折光量よりも大きくし、
　前記Ｌは、偶数の整数であり、
　前記第２基礎構造はブレーズ型構造であり、
　前記第１光路差付与構造は、光軸とは逆の方向を向いている段差と、光軸の方向を向い
ている段差とを共に有し、前記光軸とは逆の方向を向いている段差の数が、前記光軸の方
向を向いている段差の数に比べて多く、
　以下の条件式を満たすことを特徴とする対物レンズ。
　０．６・(λ１／（ｎ－１))＜ｄ１１＜１．５・(λ１／（ｎ－１))　　（１）
　０．６・(λ１／（ｎ－１))＜ｄ１２＜１．５・(２λ１／（ｎ－１))　（２）
　但し、ｄ１１（μｍ）は、前記光軸とは逆の方向を向いている段差の段差量を表し、ｄ
１２（μｍ）は、前記光軸の方向を向いている段差の段差量を表し、ｎは、λ１における
対物レンズの屈折率を表す。
【請求項２】
　前記Ｌは、絶対値が４以下の偶数であり、前記Ｘは、絶対値が５以下の奇数であること
を特徴とする請求項１に記載の対物レンズ。
【請求項３】
　（｜Ｘ｜、｜Ｙ｜、｜Ｚ｜）＝（１，１，１）且つ（｜Ｌ｜、｜Ｍ｜、｜Ｎ｜）＝（２
，１，１）であることを特徴とする請求項１又は２に記載の対物レンズ。
【請求項４】
　以下の条件式を満たすことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の対物レンズ
。
　０．９・(λ１／(ｎ－１))＜ｄ１１＜１．５・(λ１／(ｎ－１))　　（１）″
　０．９・(λ１／(ｎ－１))＜ｄ１２＜１．５・(λ１／(ｎ－１))　　（２）″
【請求項５】
　波長が長くなった際に発生する３次球面収差及び５次球面収差が何れもアンダー（補正
不足）であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の対物レンズ。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれかに記載の対物レンズを有することを特徴とする光ピックアッ
プ装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の光ピックアップ装置を有することを特徴とする光情報記録再生装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項１に記載の対物レンズは、第１波長λ１（μｍ）の第１光束を射出する第１光源
と、第２波長λ２（μｍ）（λ２＞λ１）の第２光束を射出する第２光源と、第３波長λ
３（μｍ）（λ３＞λ２）の第３光束を射出する第３光源とを有し、前記第１光束を用い



(3) JP 2012-169038 A5 2013.6.20

て厚さがｔ１の保護基板を有するＢＤの情報の記録及び／又は再生を行い、前記第２光束
を用いて厚さがｔ２（ｔ１＜ｔ２）の保護基板を有するＤＶＤの情報の記録及び／又は再
生を行い、前記第３光束を用いて厚さがｔ３（ｔ２＜ｔ３）の保護基板を有するＣＤの情
報の記録及び／又は再生を行う光ピックアップ装置において用いられる対物レンズであっ
て、
　前記対物レンズは単玉であり、
　前記対物レンズの光学面は、中央領域と、前記中央領域の周りの中間領域と、前記中間
領域の周りの周辺領域とを少なくとも有し、
　前記中央領域は第１光路差付与構造を有し、
　前記中間領域は第２光路差付与構造を有し、
　前記対物レンズは、前記中央領域を通過する前記第１光束を、前記ＢＤの情報記録面上
に情報の記録及び／又は再生ができるように集光し、前記中央領域を通過する前記第２光
束を、前記ＤＶＤの情報記録面上に情報の記録及び／又は再生ができるように集光し、前
記中央領域を通過する前記第３光束を、前記ＣＤの情報記録面上に情報の記録及び／又は
再生ができるように集光し、
　前記対物レンズは、前記中間領域を通過する前記第１光束を、前記ＢＤの情報記録面上
に情報の記録及び／又は再生ができるように集光し、前記中間領域を通過する前記第２光
束を、前記ＤＶＤの情報記録面上に情報の記録及び／又は再生ができるように集光し、前
記中間領域を通過する前記第３光束を、前記ＣＤの情報記録面上に情報の記録及び／又は
再生ができるように集光せず、
　前記対物レンズは、前記周辺領域を通過する前記第１光束を、前記ＢＤの情報記録面上
に情報の記録及び／又は再生ができるように集光し、前記周辺領域を通過する前記第２光
束を、前記ＤＶＤの情報記録面上に情報の記録及び／又は再生ができるように集光せず、
前記周辺領域を通過する前記第３光束を、前記ＣＤの情報記録面上に情報の記録及び／又
は再生ができるように集光せず、
　前記第１光路差付与構造は、少なくとも第１基礎構造と第２基礎構造とを重ね合わせた
構造であり、
　前記第１基礎構造は、前記第１基礎構造を通過した第１光束のＸ次の回折光量を他のい
かなる次数の回折光量よりも大きくし、前記第１基礎構造を通過した第２光束のＹ次の回
折光量を他のいかなる次数の回折光量よりも大きくし、前記第１基礎構造を通過した第３
光束のＺ次の回折光量を他のいかなる次数の回折光量よりも大きくし、
　前記Ｘは、奇数の整数であり、
　前記第１基礎構造はブレーズ型構造であり、　
　前記第２基礎構造は、前記第２基礎構造を通過した第１光束のＬ次の回折光量を他のい
かなる次数の回折光量よりも大きくし、前記第２基礎構造を通過した第２光束のＭ次の回
折光量を他のいかなる次数の回折光量よりも大きくし、前記第２基礎構造を通過した第３
光束のＮ次の回折光量を他のいかなる次数の回折光量よりも大きくし、
　前記Ｌは、偶数の整数であり、
　前記第２基礎構造はブレーズ型構造であり、
　前記第１光路差付与構造は、光軸とは逆の方向を向いている段差と、光軸の方向を向い
ている段差とを共に有し、前記光軸とは逆の方向を向いている段差の数が、前記光軸の方
向を向いている段差の数に比べて多く、
　以下の条件式を満たすことを特徴とする。
　０．６・(λ１／（ｎ－１))＜ｄ１１＜１．５・(λ１／（ｎ－１))　　（１）
　０．６・(λ１／（ｎ－１))＜ｄ１２＜１．５・(２λ１／（ｎ－１))　（２）
　但し、ｄ１１（μｍ）は、前記光軸とは逆の方向を向いている段差の段差量を表し、ｄ
１２（μｍ）は、前記光軸の方向を向いている段差の段差量を表し、ｎは、λ１における
対物レンズの屈折率を表す。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項３に記載の対物レンズは、請求項１又は２に記載の発明であって、（｜Ｘ｜、｜
Ｙ｜、｜Ｚ｜）＝（１，１，１）且つ（｜Ｌ｜、｜Ｍ｜、｜Ｎ｜）＝（２，１，１）であ
ることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　請求項４に記載の対物レンズは、請求項１乃至３のいずれか１項に記載の発明において
、以下の条件式を満たすことを特徴とする。
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【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　0.9・(λ1／(n-1))＜d11＜1.5・(λ1／(n-1)) （１）″
　0.9・(λ1／(n-1))＜d12＜1.5・(λ1／(n-1)) （２）″
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　請求項５に記載の対物レンズは、請求項１乃至４のいずれかに記載の発明であって、波
長が長くなった際に発生する３次球面収差及び５次球面収差が何れもアンダー（補正不足
）であることを特徴とする。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　なお、上記対物レンズは、以下の条件式を満たすことが好ましい。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　なお、上記対物レンズは、軸上色収差が０．９μｍ／ｎｍ以下であることが好ましい。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　なお、上記対物レンズは、前記軸上色収差が０．４μｍ／ｎｍ以上であることが好まし
い。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
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　なお、上記対物レンズは、前記中央領域の前記第１光路差付与構造の最小ピッチｐと第
１波長における前記対物レンズの焦点距離ｆ１の比ｐ／ｆ１が下記の条件式（２３）を満
たすことが好ましい。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　なお、上記対物レンズは、前記中央領域の前記第１光路差付与構造の最小ピッチが１５
μｍ以下であることが好ましい。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　なお、上記対物レンズは、以下の条件式（４）、（５）、（６）を満たすことが好まし
い。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　請求項６に記載の光ピックアップ装置は、請求項１乃至５のいずれかに記載の対物レン
ズを有することを特徴とする。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　請求項７に記載の光情報記録再生装置は、請求項６に記載の光ピックアップ装置を有す
ることを特徴とする。
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